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ここで、 ccecp )( とおくと、 ceccp )1()(  で、 10  c のとき 0)(  cp であるから、単調増加。 
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ここで、①の c を xで置き換えると 
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c は定数であるから、任意の 10  x について成立しない。①の c を xで置き換えたのが誤りである。 


